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執行委員長　小野　敏明
	バブル崩壊（死語？）以降、小泉改革（構造改革）、米国リーマンショックと景気は悪化の一途をたどり、デフレスパイラルから抜け出せず、私たち労働者の生活は悪化する一方で、期待をされた一昨年の民主党政権交代以後も、直ちに私たちが期待した結果は現れず混迷しています。

12月31日　ＪＡＬのパイロットと客室乗務員170人が整理解雇されました。機長は55歳、副操縦士は48歳、客室乗務員は53歳以上が対象となりました。

働くものの尊厳と生活が一瞬に奪われる事態が起きています。
	
	
	不安定で不安な情勢ですが、私たちは労働組合に結集し踏ん張れる足場があり、仲間がいます。

2011年　春闘では真近に迫った労働基本権回復を見越した交渉力の強化を含めた要求の前進を勝ち取ること、４月の統一自治体選挙では　組織内　日下道議の４選を勝ち取ること、健康で働き続けることができる職場つくり、また町民が安心して暮らせる町づくりに向けた制度政策を研究し制度要求していくことが求められています。

うさぎの年　飛び跳ねて元気な１年にしましょう。　着地失敗には要注意！


	
　　　　

　　　


忙しい日々を過ごしています　　2011.1.11

	早いもので年が明けてから１１日がすぎました。
今年の正月は比較的穏やかで我が町では事件や事故もなく平和な時が続いていますが、これからもずっと永く続くといいですね。多分大丈夫だと思いますが。 
　私が子供の頃の事です。我が家では12月と１月に家族４人の誕生日が集中しています。12月は母、弟、１月は父、私。従って12月は２人の誕生祝いとクリスマスをいっしょに。１月は２人の誕生祝いを正月といっしょに済ませていたそうです。父は私達が幼少の時に亡くなりましたので、あえて「…いたそうです」と書きましたが、合理的に行っていたんですね。
昨日、遠軽町で久し振りに爽やかな講演を
	
	
	聞きました。講師は私達が知事選に出て欲しいと願っている、まちおこしのプロ木村俊昭さん。お話を聞いて私は反省することしきり、又うなずくこと多し。地域おこしはそこに住んでいる人が地元の事をどれほど知っているか、地元の人々の交流と情報の共有がどれだけ濃いのかなど、地域を見つめて地域を愛する発想がそこにあること。今の道政のトップは地域が主役と云いパフォーマンスはすごく上手だと思いますが、私達道民の目はだまされません。
地域が復権して北海道が元気になる。私も地域の活性化の為に今年も改めて全力を尽くすことをお約束します。
【北海道議会議員 日下太朗 ＨＰから】

	




	道本部は１月７～８日に「2011国民春闘討論集会」を開き町職から小野委員長と迫田財政部長が参加しました。全体で300人が参加しました。
賃金抑制で企業は増収増益
冒頭、山上道本部委員長は挨拶で次のとおり述べました。

労働者を取り巻く情勢について、「景気は2009年末頃から回復基調にあると言われているが、実感として捉えることができない。北海道は特に深刻だ。虚構に見える日本経済の回復が、非正規労働者の拡大と正規労働者の賃金を抑制し、結果として企業は『増収増益』となる一方、国民生活が惨状を極めるという、働く者の目から見れば許し難い事態に立ち至っている」と指摘しました。
臨時職員の賃金･労働条件改善
その上で、「改めて、労働者の賃金・労働条件の改善に向け、経営側の社会的責任を厳しく追及していく必要がある。今年の春闘で正規・非正規を問わず労働者総体の賃金・労働条件を本気になって改善し、そのことを通じて日本の経済の自立的回復や連合・自治労が
	
	
	めざす『労働を中心とする福祉型社会』の実現しなければならない。特に『官製ワーキングプア』と言われている臨時・非常勤職員の組織化と賃金・労働条件の改善は、喫緊の課題。自治労として、単組・総支部・地本・道本部がお互いにしっかり協力し合いながら、組織の総力を上げて取り組んでいきたい」と訴えました。
単組の組織力量の強化を
労働基本権問題については、「政権交代によって、争議権・協約締結権付与の議論が進められており、今年の通常国会に法案の提出が予定されるところまできている。ねじれ国会であることから、法案上程後の情勢の見極めは難しいが、いずれせよ近い将来に人勧体制からの脱却が図られることになる。単組の闘争態勢や交渉など、組織力量の強化を早急に進め、職場に対等の労使関係を今から作りあげていく必要がある。人勧は、あと２回。今春闘をはじめ、人勧期の取り組み、秋期年末闘争などの中で、組織の一層の強化にむけて単組・総支部・地本・道本部が一体となって取り組みを進めていかなければならない」と強調しました。（つづく） 【道本部ＨＰより】



＝お詫び＝　本のチカラの愛読者のみなさまには、大変長らくお待たせしました。寄稿は秋に来ていたのですが編集者の掲載忘れによる怠慢により、寄稿者・愛読者のみなさまにご迷惑をお掛けし、大変申し訳ございませんでした。今後、このようなことが起こらないよう注意していきますので変わらぬご支援をよろしくお願いします。　（教宣部長　谷口）























































































































































































～良書ノススメ～ ｖｏｌ．七 


「ベストセラーに良書なし」などと言われることがありますが、そう一概には言えませんよね。確かにベストセラーには俗っぽいといいますか、大衆受けするものが多く含まれているのは事実です。しかし、以前紹介した「バカの壁」や今回紹介します「国家の品格」のように幅広く読者に受け入れられる良書もけっこうあるのです。要は売れているか否かで本を選ぶものではないということですね。


本書は「品格ブーム」（ただ、○○の品格というものが溢れ、本書のブームにあやかりたいだけの現象でしたが。）なる現象が起こったくらい、多くの人に読まれた本です。著者は数学者の藤原正彦氏。数学者が書いた本だからといって数学が出てくるわけではありません。


本書がなぜこれほど支持されたのか、その要因の一つに、景気の低迷、政治の迷走など、自信を失いかけた国(民)に、武士道の精神に由来する、忘れかけていた日本人としての誇りを取り戻すきっかけを与えてくれるからだと言われています。だからと言って内容がナショナリズム的であったり、右傾しているのではなく、元々日本人が持ち合わせていた「情緒や形の文明」、「国柄」を見直し、欧米化にひた走り金銭至上主義国家に成り下がった日本の「国家の品格」を取り戻す、画期的な提言書として読むことができる良書です。　　　　　　　　（ｋ）


『国家の品格』　藤原 正彦／新潮社



































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


